
新
役
員
紹
介

農業委員の辞令交付式農地利用最適化推進委員の辞令交付式

⑴ 仙台市農業委員会だより 第７６号

平成30年　秋季号

発行日　平成30年10月１日編集と発行　仙台市農業委員会
　　　　　　仙台市青葉区国分町三丁目７番１号
　　　　　　ＴＥＬ　０２２（２１４）４３０８（直通）
　　　　　　ＦＡＸ　０２２（２１５）５８０３
ホームページ https://www.city.sendai.jp/shinko/jigyosha/kezai/norin/nogyo/sendaishi/index.html

農
業
委
員
会
が
新
体
制
で

発
足
し
ま
し
た

農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
伴
い
、

農
業
委
員
は
選
挙
制
か
ら
議
会
の
同

意
を
得
た
市
長
か
ら
の
任
命
制
に
変

更
と
な
り
、
ま
た
、
主
に
担
当
区
域

に
お
い
て
、
現
場
活
動
を
行
う
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新
た
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

7
月
17
日
㈫
に
辞
令
交
付
式
で

は
、
郡
和
子
仙
台
市
長
か
ら
、
新
農

業
委
員
19
人
に
対
し
辞
令
が
交
付
さ

れ
、
引
き
続
き
第
一
回
総
会
で
、
会

長
・
会
長
職
務
代
理
者
の
互
選
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
等
を
決

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
7
月
23
日
㈪

に
は
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

34
人
に
対
し
農
業
委
員
会
会
長
か
ら

委
嘱
を
行
い
、
仙
台
市
農
業
委
員
会

は
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
連

携
し
、
農
地
法
等
に
基
づ
く
許
認
可

や
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
（
担

い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解

消
、
新
規
参
入
の
促
進
）
等
に
力
を

入
れ
、
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

農
地
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご
意
見

は
、
担
当
区
域
の
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
や
農
業
委
員
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

会
　
長
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
均

会
長
職
務
代
理
者
　
　
中
野
　
　
勲

第
一
調
査
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
　
　
結
城
　
一
吉

　
副
委
員
長
　
　
　
　
赤
間
　
　
敬

第
二
調
査
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
　
　
嶺
岸
　
若
夫

　
副
委
員
長
　
　
　
　
菅
野
　
則
義

※
調
査
委
員
会
は
、
農
地
法
等
の
権

限
に
属
せ
ら
れ
た
事
項
を
、
総
会

に
諮
る
前
に
事
前
調
査
を
行
な
う

た
め
、
第
一
・
第
二
に
分
か
れ
月

一
回
交
互
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
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新
し
い
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す

農
家
の
代
表
と
し
て
、

ま
た
地
域
の
た
め
に
一

生
懸
命
働
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

中
野
　
　
勲
〈
会
長
職
務
代
理
者
・
秋
保
地
区
〉

最
適
化
推
進
委
員
と
共

に
き
め
細
か
な
地
域
活

動
に
務
め
、
豊
か
な
農

環
境
を
提
供
し
ま
す
。

赤
間
　
　
敬
〈
第
一
調
査
委
員
会
副
委
員
長
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

岩
切
地
区
〉

新
農
業
委
員
会
の
ス
タ

ー
ト
に
当
た
り
、
地
域

密
着
型
の
推
進
委
員
の

活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

大
泉
　
権
吾
〈
七
郷
地
区
〉

新
任
委
員
で
す
。
先
輩

委
員
の
皆
様
に
早
く
近

づ
く
事
が
出
来
る
よ
う

努
力
い
た
し
ま
す
。

大
里
　
重
市
〈
西
多
賀
地
区
〉

地
域
農
業
者
の
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

頑
張
り
ま
す
。

加
藤
　
和
江
〈
六
郷
地
区
〉

今
回
、
初
め
て
農
業
委

員
に
な
り
ま
し
た
加
藤

和
彦
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

加
藤
　
和
彦
〈
中
立
委
員
〉

地
域
農
業
の
在
り
方
、

特
に
都
市
近
郊
農
業
と

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

行
政
に
提
言
し
ま
す
。

菅
野
　
則
義
〈
第
二
調
査
委
員
会
副
委
員
長
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

長
町
地
区
〉

農
業
・
農
村
の
多
面
的

価
値
を
踏
ま
え
た
豊
か

な
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

郷
古
　
雅
春
〈
中
立
委
員
〉

地
域
農
業
の
発
展
と
後

継
者
の
育
成
、
環
境
保

全
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

佐
藤
　
千
治
〈
高
砂
地
区
〉

優
良
農
地
の
確
保
と
有

効
利
用
を
推
し
進
め
、

農
地
の
番
人
と
し
て
働

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
昭
幸
〈
中
田
地
区
〉

か
け
が
え
の
な
い
農
地

を
守
る
た
め
に
3
年

間
農
業
委
員
と
し
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

佐
藤
　
と
み
〈
宮
城
地
区
〉

都
市
化
が
進
む
な
か
、

農
地
の
健
全
、
有
害
鳥

獣
対
策
等
に
頑
張
り
ま

す
。

品
川
　
忠
夫
〈
根
白
石
地
区
〉

こ
れ
か
ら
も
、
鳥
獣
対

策
や
河
川
敷
内
農
地
の

問
題
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

鈴
木
　
　
通
〈
中
田
地
区
〉

高
齢
化
対
策
で
市
民
支

援
を
頂
き
、
市
民
農
園

等
を
展
開
す
る
事
に
務

め
ま
す
。

鈴
木
　
正
年
〈
原
町
地
区
〉

担
い
手
の
育
成
及
び
、

地
域
の
農
業
振
興
の
お

手
伝
い
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

髙
橋
　
勝
彦
〈
六
郷
地
区
〉

農
業
者
と
行
政
側
の
パ

イ
プ
役
に
徹
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

松
原
　
菊
男
〈
七
北
田
地
区
〉

食
育
活
動
を
通
じ
て
、

仙
台
市
の
農
業
発
展
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

嶺
岸
　
若
夫
〈
第
二
調
査
委
員
会
委
員
長
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

生
出
地
区
〉

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
、
地
域
の
最
適
な

農
地
利
用
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

結
城
　
一
吉
〈
第
一
調
査
委
員
会
委
員
長
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

宮
城
地
区
〉

こ
の
た
び
、
新
制
度
に
基
づ
く
仙
台

市
農
業
委
員
会
第
一
回
総
会
の
互
選
会

に
お
い
て
、
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
責
務
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

決
意
を
新
た
に
し
、
力
を
合
わ
せ
、
か

け
が
え
の
な
い
農
地
と
担
い
手
を
守
り
、

農
家
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
新
体

制
が
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
の
方
々
が
新
た
に
農
業
委
員
に
就

任
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
30
年
７

月
15
日
か
ら
平
成
33
年
７
月
14
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

会 

長  
佐
々
木
　
均
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地
域
の
方
々
の
、
農
地

利
用
の
最
適
化
に
お
役

に
立
ち
ま
す
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

齋
藤
　
重
行
〈
原
町
区
域
〉

こ
れ
か
ら
の
岩
切
地
区

に
マ
ッ
チ
し
た
色
々
な

要
望
に
対
応
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

庄
司   

善
春
〈
岩
切
区
域
〉

岩
切
地
区
の
遊
休
農
地

や
耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
務
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

横
田
　
清
孝
〈
岩
切
区
域
〉

地
区
農
業
委
員
の
補
佐

役
と
し
て
地
域
の
景
観
、

美
化
を
損
な
わ
な
い
よ

う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

安
達
　
良
和
〈
高
砂
区
域
〉

他
の
最
適
化
推
進
委
員

と
共
に
、
地
域
に
根
付

い
た
活
動
を
し
て
い
き

ま
す
。

阿
部
　
弘
昭
〈
高
砂
区
域
〉

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、

農
業
委
員
さ
ん
の
サ
ポ

ー
ト
を
頑
張
り
ま
す
。

鈴
木
　
可
和
〈
高
砂
区
域
〉

初
め
て
仰
せ
つ
か
る
役

職
で
す
け
れ
ど
も
、
地

域
農
業
発
展
の
た
め
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

庄
子
　
　
栄
〈
大
沢
区
域
〉

与
え
ら
れ
た
役
割
を
し

っ
か
り
果
た
す
よ
う
、

頑
張
り
ま
す
。

庄
子
　
亮
一
〈
大
沢
区
域
〉

昨
年
は
記
録
的
長
雨
。今

年
は
猛
暑
。今
後
災
害
の

無
い
日
々
を
願
っ
て
毎

日
戦
っ
て
い
き
ま
す
。

本
間
　
　
昭
〈
大
沢
区
域
〉

積
極
的
な
活
動
に
よ
っ

て
最
適
化
推
進
委
員
制

度
に
つ
い
て
広
報
活
動

を
し
て
い
き
ま
す
。

小
野
寺
　
潔
〈
広
瀬
区
域
〉

地
域
の
代
表
と
し
て
農

家
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
努
め
ま
す
。

阿
部
　
康
幸
〈
七
郷
区
域
〉

地
域
農
業
の
発
展
に
少

し
で
も
お
役
に
た
ち
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

伊
藤
　
憲
一
〈
七
郷
区
域
〉

農
地
の
適
性
利
用
と
集

約
化
に
伴
う
合
理
性
を
、

農
家
の
皆
様
と
共
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

熊
坂
　
茂
彦
〈
七
郷
区
域
〉

次
世
代
に
農
業
を
継
承

し
て
行
け
る
よ
う
、
新

し
い
視
点
か
ら
助
勢
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

髙
山
　
真
里
子
〈
七
郷
区
域
〉

ほ
場
整
備
後
の
農
地
の

集
積
・
集
約
化
を
推
進
し
、

農
地
利
用
の
効
率
化
・

健
全
化
に
努
め
ま
す
。

遠
藤
　
正
順
〈
六
郷
区
域
〉

遊
休
農
地
の
解
消
と
農

地
集
積
の
橋
渡
し
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

大
友
　
　
哲
〈
六
郷
区
域
〉
　
　

農
地
利
用
の
最
適
化
を

推
進
し
て
い
く
よ
う
に
、

が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

菊
地
　
　
守
〈
六
郷
区
域
〉

六
郷
区
域
及
び
若
林
区

内
の
農
地
集
積
（
組
田

解
消
）
に
向
け
て
推
進

を
図
り
た
い
で
す
。

佐
藤
　
善
作
〈
六
郷
区
域
〉

色
々
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

髙
橋
　
勝
好
〈
六
郷
区
域
〉

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
意

欲
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち

の
、
少
し
で
も
お
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

菅
井
　
孝
彦
〈
長
町
区
域
〉

今
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
、
地
域
農
業
の
発
展

に
微
力
な
が
ら
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。

相
原
　
元
浩
〈
西
多
賀
区
域
〉

農
地
の
利
用
状
況
を
把

握
し
、
皆
様
に
信
頼
さ

れ
る
よ
う
、
積
極
的
に

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

阿
部
　
忠
弘
〈
中
田
区
域
〉

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
紹
介

次
の
方
々
が
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
平

成
33
年
７
月
14
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

農
地
利
用
等
の
推
進
を
検
討
す
る
た

め
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
34
人

で
構
成
す
る
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
連
絡
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
　
◯

会
　
長
　
　
　
阿
部
　
康
幸

　
　
◯

副
会
長
　
　
　
小
野
寺
　
潔



農
業
委
員
会
全
体
会
・
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た

コンプライアンスの研修会の様子
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任
期
満
了
に
よ
り
、
次
の
農
業

委
員
が
勇
退
さ
れ
ま
し
た

青
葉
区
　
　
　 

庄
子
　
褜
松
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　 

峯
岸
　
義
信
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　 

廣
谷
　
一
郎
さ
ん

宮
城
野
区
　
　
　 

遠
藤
源
二
郎
さ
ん

太
白
区
　
　
　 

庄
子
榮
一
郎
さ
ん

泉　

区
　
　
　 

若
生
　
正
吉
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　 

髙
橋
　
　
修
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　 

庄
司
　
妙
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　 

加
藤
　
英
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　 

梅
田
　
元
雄
さ
ん

市
議
会
推
薦
　
　 

鈴
木
　
広
康
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　 

橋
本
　
啓
一
さ
ん

農
業
団
体
推
薦
　 

庄
子
　
守
松
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　 

針
生
　
喜
初
さ
ん

８
月
９
日
㈭
に
、
新
体
制
後
初
め
て

の
農
業
委
員
会
全
体
会
及
び
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
全
体
会
は
、
農
業
委

員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
連

携
を
図
り
、
仙
台
市
農
業
委
員
会
の
主

た
る
業
務
で
あ
る
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
を
推
進
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

全
体
会
で
は
、
新
体
制
に
お
け
る

「
平
成
30
年
度
業
務
計
画
の
修
正
（案）
」を

協
議
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
を
対
象
に
、
（一社）
宮
城
県

農
業
会
議
事
務
局
次
長
兼
総
務
部
長
庄

司
真
知
雄
氏
か
ら
「
農
業
委
員
会
の
役

割
、
設
置
意
義
」
に
つ
い
て
、
仙
台
市

総
務
局
総
務
部
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推

進
担
当
課
長
小
倉
弥
氏
か
ら
「
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
（※）

に
つ
い
て
」
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委

員
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
知

見
を
高
め
る
た
め
、
関
係
法
令
や
仙
台

市
の
農
業
情
勢
な
ど
、
農
家
の
皆
様
の

期
待
に
応
え
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

可
能
と
な
る
よ
う
様
々
な
研
修
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

※

組
織
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
高
い
倫

理
観
を
持
ち
、
社
会
的
要
請
に
応
え
て
い

く
こ
と

担
い
手
の
方
々
と
積
極

的
に
意
見
を
交
わ
し
、

集
積
・
集
約
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

太
田
　
功
治
〈
中
田
区
域
〉

最
適
化
推
進
委
員
と
し

て
、
農
業
委
員
と
地
域

農
業
を
守
っ
て
い
き
ま

す
。

佐
藤
　
多
喜
雄
〈
生
出
区
域
〉

地
域
の
農
地
を
守
り
活
か

す
事
が
最
適
化
推
進
委
員

の
果
す
役
割
で
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

太
田
　
　
勝
〈
秋
保
区
域
〉

こ
れ
か
ら
は
最
適
化
推

進
委
員
と
し
て
地
域
に

役
立
て
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

柴
田
　
祐
一
〈
秋
保
区
域
〉

泉
の
農
家
経
営
発
展
の

た
め
、
き
め
細
か
に
巡

廻
し
、
円
滑
な
農
地
の

集
積
を
め
ざ
し
ま
す
。

安
藤
　
克
夫
〈
七
北
田
区
域
〉

七
北
田
地
区
の
少
な
く

な
っ
た
農
地
が
適
正
に

利
用
さ
れ
て
い
る
か
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。

栗
原
　
　
茂
〈
七
北
田
区
域
〉

制
度
が
変
わ
っ
た
初
年

度
な
の
で
業
務
内
容
を

充
分
理
解
し
職
務
に
当

た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
生
　
宏
明
〈
七
北
田
区
域
〉

私
は
今
回
最
適
化
推
進

委
員
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
農
地
を
守
る
た

め
が
ん
ば
り
ま
す
。

奥
山
　
　
壽
〈
根
白
石
区
域
〉

鳥
獣
被
害
が
多
く
、
生
産

意
欲
が
低
下
し
て
い
る
た

め
、
対
策
を
取
り
、
活
気
あ

る
地
域
に
し
ま
す
。

熊
谷
　
幸
夫
〈
根
白
石
区
域
〉

指
針
に
沿
っ
た
現
場
活
動

を
し
っ
か
り
実
行
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

倉
片
　
誠
喜
〈
根
白
石
区
域
〉

根
白
石
地
区
最
適
化
推

進
委
員
の
髙
橋
で
す
。

農
地
利
用
の
最
適
化
推

進
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

髙
橋
　
孝
夫
〈
根
白
石
区
域
〉

地
域
住
民
の
意
見
を
得

な
が
ら
農
家
の
継
承
発

展
を
目
指
し
、
農
地
利
用

の
最
適
化
に
努
め
ま
す
。

早
坂
　
　
久
〈
根
白
石
区
域
〉



ご存じですか？農業者年金

⑸ 仙台市農業委員会だより 第７６号

（詳細の問い合わせ先）

事務課振興係　電話 022－214－4353

　意外と知らない方が多い農業者年金制度。平成14年から大きく制度が変わり、
付加方式から積立方式になるなど、その特徴の一部をご紹介します。

◎①から③の全ての要件を満たす方が加入できます。
　①国民年金第１号被保険者の方（国民年金の保険料納付免除者を除く）

　②年間60日以上農業に従事している方（農地を持たない農業従事者も加入できます）

　③20歳以上60歳未満の方

◎積立方式だから自分がかけた金額は年金として生涯受取れます。
 （仮に80歳前に亡くなった場合でも、死亡一時金が遺族に支給されます。）

◎平成29年度の運用実績は、4.7％ です。
 （平成14年度から平成29年度までの16年間の平均運用利回りは、2.89％）
◎保険料は、月々２万円から６万７千円まで千円単位で、いつでも変更できます。
◎加入・脱退は、自由です（脱退した場合は、65歳から年金として支払い）。
◎支払った保険料は全額社会保険料控除として、所得税や住民税等の節税
　になります。

◎一定の要件を満たす農業者には、保険料の国庫補助制度があります。

◎事務経費が掛からない（積立てた保険料からは、事務費を徴収しません）。

◎老後の生活費は月24万円／世帯にも（平成28年 総務省家計調査より）
　・夫婦で月額約13万円の国民年金だけでは、11万円程度不足します。

農業者年金で安心・豊かな老後を
国民年金の不足分をご自身で積み増し準備をしましよう。



ドローンによる農地調査

編
　
集
　
後
　
記

農
業
委
員
会
が
新
体
制
に
移
行
し
た

こ
と
に
伴
い
、
農
地
法
に
関
す
る
許
可

申
請
（
農
地
法
第
３
条
、
第
４
条
、
第

５
条
）
手
続
き
の
締
切
日
が
平
成
30
年

７
月
か
ら
毎
月
18
日
に
な
り
ま
し
た
。

ご
不
明
な
点
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
　
事
務
課
農
地
係

電
　
　
話
　
　
２
１
４

－

４
３
４
０

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
10
月
に
、

仙
台
市
内
に
居
住
し
10
ａ
以
上
の
農
地

を
耕
作
し
て
い
る
農
家
に
世
帯
状
況
や

農
地
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
農
地

基
本
台
帳
確
認
申
告
書
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
内
容
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
住
所
や
農
地
所
在
地
等
に
変

更
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
随
時
変
更
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
　
事
務
課
振
興
係

電
　
　
話
　
　
２
１
４

－

４
３
５
３

新
体
制
に
な
り
、
次
の
メ
ン
バ
ー
で

農
業
委
員
会
だ
よ
り
を
編
集
し
て
ま
い

り
ま
す
。

会
報
編
集
チ
ー
ム
長
　
　
大
泉
　
権
吾

会
報
編
集
副
チ
ー
ム
長
　
佐
藤
　
と
み

農
業
委
員
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
正
年

   

〃 

　
　
　
　    

　
　
鈴
木
　
　
通

   

〃 

　
　
　
　    

　
　
品
川
　
忠
夫

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
寺
　
潔

   

〃 

　
　
　
　    

　
　
阿
部
　
弘
昭

   

〃 

　
　
　
　    

　
　
髙
山
真
里
子

   

〃 

　
　
　
　    

　
　
太
田
　
　
勝

   

〃 

　
　
　
　    

　
　
倉
片
　
誠
喜

わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
目
標

に
発
行
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
委
員

一
同
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　

⑹仙台市農業委員会だより第７６号

［再生紙使用］

農業委員会事務局 案内図

国
分
町
通
り

仙台市役所
■

仙台ビジネス
ホテル
■

日産レンタカー
　■

■
ロ

ー

ソ
ン

■七十七銀行
　二日町支店

■
青葉区役所
食堂

鹿島建設
東北支社■

宮城県庁
■

MS
ビル

農業委員会事務局
北
日
本
銀
行
■

地
下
鉄

勾
当
台
公
園
駅

青葉区二日町6-12
MSビル二日町6F

駐
車
の
際
は
、
市
役
所
本
庁
舎
の
来
庁

者
用
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電 

話 

２
１
４
|
４
３
０
８

６
月
１
日
㈮
か
ら
６
月
14
日
㈭
に
か

け
て
、
農
地
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い

る
農
地
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
と
業
務
推
進
員
（※）

、
仙
台

市
農
業
振
興
課
及
び
農
業
委
員
会
事
務

局
職
員
が
約
５
５
０
筆
の
農
地
の
状
況

を
、
現
地
踏
査
・
目
視
に
よ
り
、
遊
休

農
地
の
把
握
や
違
反
転
用
が
行
わ
れ
て

い
な
い
か
を
一
筆
ご
と
に
念
入
り
に
調

査
し
ま
し
た
。
非
常
に
気
温
が
高
い
日

も
あ
り
、
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
注

意
し
な
が
ら
の
パ
ト
ロ
ー
ル
と
な
り
ま

し
た
。

６
月
７
日
㈭
愛
子
地
区
の
パ
ト
ロ
ー

ル
の
際
に
は
、
菊
地
守
前
農
業
委
員
の

協
力
の
も
と
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
調
査

を
試
験
的
に
行
い
ま
し
た
。
現
地
踏
査

が
不
可
能
な
農
地
調
査
に
威
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報

等
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
の
効
率
化
や
負
担
軽
減
だ
け
で

な
く
、
今
後
の
多
様
な
活
用
へ
の
可
能

性
に
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
調
査
が

で
き
な
か
っ
た
農
地
や
再
調
査
が
必
要

な
農
地
に
つ
い
て
は
、
11
月
頃
に
再
度

調
査
を
行
う
ほ
か
、
農
地
が
遊
休
化
し

な
い
よ
う
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
や
農
業
委
員
が
、
継
続
し
て
見
回
り

を
行
い
ま
す
。

調
査
結
果
を
も
と
に
、
耕
作
が
可
能

と
見
込
ま
れ
る
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
に
利
用
意
向
調
査
し
、
ま
た
復

元
が
困
難
と
判
断
さ
れ
る
農
地
に
つ
い

て
は
、
非
農
地
判
断
等
を
行
う
な
ど
、

適
切
な
農
地
利
用
に
向
け
て
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

※

仙
台
市
農
業
委
員
会
独
自
で
委
嘱
し
た
農

家
の
意
見
及
び
要
望
の
情
報
収
集
活
動
等

を
補
助
し
て
い
た
だ
く
方
。（
任
期
　
平
成

30
年
７
月
14
日
ま
で
）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た

農
地
法
第
３
条
、第
４
条
、第
５
条
の

許
可
申
請
書
類
の
締
切
が
変
更
に

な
り
ま
し
た

農
地
基
本
台
帳
確
認
の
お
願
い


